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田畑快人
能作研究室 資源的マーケットの構築 敷地：東京都八王子市

用途：マーケット、リサイクル
センター、農園

食を中心とした資源の問題を解決するためのマーケットの計画。身の回りの環境から資源を集め、生産、貯蔵し、消費してから分解することを一つ
の施設で可能にするマーケットの形態を資源的マーケットと名づけ提案する。それにより、生産過程で発生するごみの量を削減し、エネルギーの使用
量を抑えることか可能となり、エコロジカルな技術や習慣を身につけられる環境を生み出すことを目指した。

日本は、多くの食料を国外に頼っています。近年はロシア、
ウクライナの戦争により、海外からの輸送コストの向上
や生産能力の低下、生産地の人口増加など私たちが頼る
食のルートは不明瞭で不確定なものとなっています。不
確定な時代で安定して食を入手し続けることは容易では
なく、多くのエネルギーを必要とし、衛生の観点などか
ら包装されるため多くのゴミを生み出しています。

食に関わる問題ゴミを出さない、再資源化する環境

資源的マーケットとは 平面操作　-街的な配置を目指して 断面操作

貯蔵する建築、分解する環境
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資本主義の多くは、大量生産、大量消費によって成り立っ
ている。それらは、安定した供給を生み出す一方で、ニー
ズに対して過剰に応答しており、それらによって引き起
こされる問題は数多くある。それらを解決するため、ゴ
ミを出さない、再資源化する環境形成を目指す。そのた
めに、生産と消費の間に貯蔵と分解を入れることにより、
サイクルを生み出す。

資源的マーケットの位置付けを
このように示す。主体が資本に
対して、資源とすることで、有
限性のあるマーケットを目指
す。また、資源をリサイクルす
ることで、ポイントで商品が購
入できる環境を形成する。支え
る人、ものは、かつての商店に
はないような、ネットワークを
活かしながら多くの人が関わっ
ていける余地を作っていく。個人

資源的
マーケット
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敷地の現状

敷地 -八王子市堀之内

提案する敷地には現状スーパーマーケットが建っ
ている。形式は一般的な郊外型のスーパーで倉庫
的な外観で、西側に大きな駐車場を有する。敷地
の北側の残された里山を歩いてみると、蔵や炭焼
き小屋などの現代では建てられなくなった建物や、
棚田、畑、ヤギ牧場、竹林などがあり、資源への
アクセス性や、計画する建物で生み出される肥料
などの活用先は身近にあることがわかった。
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山間の谷地に田畑が形成され、
地形に沿って集落が形成され
ている。

集落は大幅に拡張することは
なく、村としての体制を保っ
ている。

敷地北側の除く地域で、開発
が進められ、里山を拓くこと
でニュータウンが形成された。

空襲により焼けていた森に緑
が戻り、資源へのアクセス性
が向上した。

敷地の北側は、かつての集落の風景を残しており、それに伴い、農業スキルを持った人たちが多くいる。この敷地はニュータウン開発に抗
い続け残った数少ない里山に接続しており、それらを保存してきた人たちの思いを構成につなげる接点としての可能性を持つ。

①倉庫的な
矩形の施設

①分かれた
機能

②上部に菜園
を設ける

③雨水を集め
るための屋根
を設ける

④採光のため
レベル差をつ
ける

②機能ごとに
分解し、中央
を通す

③中央への道
を作る

④道を複雑化
させ街区を形
成する

貯蔵：食べるタイミングのコントロールと建築

分解：ゴミを資源化する環境の形成

賞味期限が近くなったような商品などを廃棄するのではなく、食い伸ばしの工夫を行うことで無駄を少なくすることを考える。

私たちは分解を行うことで使われなくなったものを再資源化することが可能である。再資源化することにより消費者であった私たちで
も生産者のような振る舞いを行うことができ、それによってゴミが少なくなる建築を考える。
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図面、内観パースなど

断面 西側の車道から見る 近隣の住宅からは駐車場を介して見える

建築と資源との応答関係

19個の建築と資源との応答関係を示す。
資源とは利用する地域住民などの人的資
源、太陽光や雨、風などの自然資源、設
備や野菜などの物的資源を意味する。身
の回りにある多様な資源を複数のスケー
ル、場所で連関させていくことで資源的
マーケットを構築する。


